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ケ
ー
タ
イ
は
い
つ
か
ら
子
ど
も
に
持
た
せ
る
の
が
良
い
で
す
か
？

ケ
ー
タ
イ
を
子
ど
も
に
持
た
せ
る
理
由
は
な
ん
で
す
か
？

ケ
ー
タ
イ
の
機
能
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
ま
す
か
？

ケ
ー
タ
イ
に
つ
い
て
真
剣
に
子
ど
も
と
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

携帯電携帯電話話とと
子どもた子どもたちち

ケ ー タケ　ー　タ　イイ

実
行
委
員
会
（
事
務
局
／
北
海
道

環
境
生
活
部
生
活
局
道
民
活
動
文

化
振
興
課
）
が
実
施
し
た
、
携
帯

電
話
の
利
用
に
関
す
る
意
識
調
査

（
調
査
期
間
／
平
成　

年
９
月
〜

２１

　

月
）
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

１１所
持
及
び
利
用
状
況

◆
中
学
生
の
約
半
数
、
高
校
生
の

大
部
分
が
携
帯
電
話
を
所
持
。

◆
メ
ー
ル
の
送
受
信
の
主
な
相
手

は
、
小
学
生
は
「
保
護
者
」、
中
・

高
生
は
「
友
だ
ち
」。

◆
プ
ロ
フ
や
ブ
ロ
グ
を
持
っ
て
い

る
割
合
は
、
中
学
生
３
割
、
高
校

生
５
割
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を

把
握
し
て
い
る
保
護
者
は
少
な
い
。

家
庭
内
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

◆
小
・
中
・
高
と
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
、
家
庭
内
の
ル
ー
ル
を
決

め
て
い
る
割
合
が
低
下
。

◆
家
庭
で
、
子
ど
も
が
「
サ
イ
ト

の
閲
覧
禁
止
ま
た
は
制
限
」
な
ど

の
ル
ー
ル
を「
決
め
ら
れ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
保
護
者
が

県
が
ケ
ー
タ
イ
所
持
の

規
制
条
例
を
可
決

　

石
川
県
議
会
は
昨
年
、
全
国
初

と
な
る
「
小
・
中
学
生
に
対
し
て

防
災
、
防
犯
な
ど
特
別
な
場
合
を

除
い
て
携
帯
電
話
を
持
た
せ
な
い

よ
う
努
め
る
」
と
い
う
保
護
者
に

対
す
る
努
力
義
務
を
盛
り
込
ん
だ

「
い
し
か
わ
子
ど
も
総
合
条
例
」改

正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
関
係
学
会
な
ど
か
ら
の
反
対

意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
賛
否
が

分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
携
帯
電
話

と
子
ど
も
の
関
係
に
一
石
を
投
じ

る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
を
利
用
し
た
、
無
防

備
な
子
ど
も
を
狙
っ
た
深
刻
な
事

件
は
後
を
絶
た
ず
、
対
岸
の
火
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ケ
ー
タ
イ
利
用
に
関
す

る
意
識

　

北
海
道
青
少
年
有
害
情
報
対
策

  特集
携帯電話と
上手に付き
合えていま
すか (̂0̂) ?

　新入学のシーズンです。この機会
に子どもに携帯電話を持たせる方も
多いことでしょう。
　携帯電話の普及率は約９割に達し
（２００９年６月末時点で８８.５％。総務省
発表）、自分専用の携帯電話を持って
いる子どもの割合は、中学生で５割、
高校生では９割を超えるといわれて
います。
　携帯電話の急速な普及に伴って、
さまざまな事件や問題が日常化する
なか、携帯電話と上手に付き合って
いくには、どのようなことに注意を
すればよいのでしょうか？
　いつ、あなたの身内のお子さんが
被害者や加害者になってもおかしく
ない時代です。本腰を入れて考えて
みませんか？
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も
を
信
頼
し
て
い
る
か
ら
」
が
最

も
多
い
。

有
害
情
報
の
対
策
に
つ
い
て

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を

知
っ
た
機
会
は
「
学
校
で
教
え
て

も
ら
っ
た
」
が
最
も
高
い
割
合
。

◆
携
帯
電
話
の
問
題
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、「
有
害
サ
イ
ト
へ
の
規

制
強
化
」「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
徹

底
」「
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」

が
有
効
と
考
え
る
保
護
者
が
多
い
。

ケ
ー
タ
イ
の
良
い
と
こ

ろ
悪
い
と
こ
ろ

　

携
帯
電
話
は
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
連
絡
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
手
に
入
り
、
ゲ
ー
ム
が
で
き
、

音
楽
も
聞
け
、
カ
メ
ラ
に
も
な

り
・
・
・
大
変
便
利
な
道
具
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
ら
ゆ
る
道
具
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
携
帯
電
話

も
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
、
凶
器

に
な
っ
た
り
、
犯
罪
の
温
床
に

な
っ
た
り
、
恐
ろ
し
い
道
具
へ
と

変
貌
し
ま
す
。

「
決
め
て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

◆
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ

と
が
あ
る
割
合
は
、
小
学
生
３
割
、

中
学
生
６
割
、
高
校
生
７
割
。

◆
ト
ラ
ブ
ル
で
最
も
多
い
の
は

「
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
」。
中
・
高
生

の
半
数
が
経
験
。

◆
「
メ
ー
ル
、
プ
ロ
フ
、
掲
示
板

に
悪
口
な
ど
を
書
き
込
ま
れ
た
こ

と
が
あ
る
」
は
高
校
生
の
１
割
が

経
験
。

◆
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と

き
の
相
談
相
手
は
、
小
・
中
学
生

は
「
母
親
」、
高
校
生
は
「
友
だ

ち
」。

◆
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

知
り
合
っ
た
メ
ル
友
（
メ
ー
ル
友

だ
ち
の
略
）
が　

人
以
上
い
る
」

１０

が
中
・
高
生
の
１
割
。

◆
中
学
生
の
１
割
、
高
校
生
の
２

割
が
メ
ル
友
に
会
っ
て
い
る
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
状
況

◆
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
を
閲
覧
で

き
な
く
す
る
規
制
）
を
設
定
し
て

い
る
割
合
は
、
小
・
中
・
高
と
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
低
く
な
り
、

高
校
生
で
は
３
割
を
下
回
る
。

◆
保
護
者
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

設
定
し
て
い
な
い
理
由
は
、「
子
ど

中学生の母親

　子どもには、自分用の携帯
を持たせています。最初は決
めたルールを守って使って
いましたが、最近、友だちと
のメールのやり取りが目に
見えて増えました。
　外出時の連絡など、とても
助かる面もありますが、今の
使い方では自分用携帯は必
要ないと考え始めています。

高校生男子

　携帯を持つのは自由です。
でも、小・中学生が持つのは
早いと、今になって思います。
　ケータイ依存症になりや
すいので、小さいうちに持た
ない方が良いと思います。人
と直接接することが少なく
なり、人として成長していか
ない気がします。ちなみに僕
は中２で持ちましたけど…。

高校生女子

　メールの会話は基本的に
楽しいけど、急に喧嘩になっ
たり、思いと違う意味で伝わ
ることもあって難しいです。
　でも、私は電話もメールも
好きです。電話だと、相手に
伝えたすぐの気持ちが聞け
るし、メールだと、顔が見え
ないので普段言えないこと
も言えるからです。

高校生の父親

　「絵文字は気持ちを伝える
のに欠かせない」と息子は言
う。本当にそれで気持ちが伝
わるのか？息子からすると
古いと言われるが、父親には
疑問符が付く。直接話さない
と伝わらないことはある。
　そんな会話をいつもして
いる。道具に依存するような
生き方をしないことを願う。

小・中学生の母親

　中３の兄が「携帯がほしい
…」と言い出したのは中２の
頃。友達と連絡が取り合えな
いとの理由でした。
　小学生の弟も中学校に上
がれば間違いなくほしいと
言うでしょう。家庭内で約束
を作り携帯を持たせた後も、
たびたび約束を確認するこ
とが大切だと考えています。

中学生女子

　「お金がかかる」「気持ちが
伝わりにくい」「個人情報が
漏れることがある」など悪い
点も多いけど、良い点も同じ
ぐらいあると思うので、必要
かどうかは人それぞれ。
　友達や親とすぐ連絡を取
れるので、料金の負担はある
けど、私は携帯があった方が
便利で良いと思います。

２０代女性高校教諭

　「携帯がないと生きていけ
ない」そんな言葉をよく耳に
します。画面ばかりを相手に
せず、目を見、表情を読み、
会話を楽しむ。人とのつなが
りをより意識してもらいた
いと感じています。 
　ルールを守って使用する
よう、ご家庭でも声をかけて
いただきたいと思います。

４０代男性中学校教諭

　携帯は、使い方やルールを
守れば良い道具です。中学生
に携帯は必要ないと思いま
すが、不登校の子どもなどは、
先生との重要な対話手段に
なっている場合もあります。
全てがダメではなく、家庭で
きちんとルールを作り、よく
話し合い、携帯への理解を深
めてほしいと思います。

特集　携帯電話と上手に付き合えていますか？　 携  帯  電  話 と子どもたち
ケ ー タ イ

ＶＯＩＣＥ ＶＯＩＣＥ
ＶＯＩＣＥ ＶＯＩＣ
Ｅ ＶＯＩＣＥ ＶＯＩ
ＣＥ ＶＯＩＣＥ ＶＯ
ＩＣＥ ＶＯＩＣＥ Ｖ
ＯＩＣＥ ＶＯＩＣＥ
ＶＯＩＣＥ ＶＯＩＣＥ
ＶＯＩＣＥ ＶＯＩＣ
Ｅ ＶＯＩＣＥ ＶＯＩ
ＣＥ ＶＯＩＣＥ ＶＯ
ＩＣＥ ＶＯＩＣＥ Ｖ

携帯電話と子どもについて

子どもの声
保護者の声
先生の声

※
意
識
調
査
の
詳
細
は
、
北
海
道

青
少
年
有
害
情
報
対
策
実
行
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。（http://w

w
w
.pref.h

okkaido.lg.jp/ks/sbs/yuugai-t
orikum

i

）
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絆

特集　携帯電話と上手に付き合えていますか？　 携  帯  電  話 と子どもたち
ケ ー タ イ

催
）

◆
携
帯
電
話
・
ネ
ッ
ト
に
関
す
る

調
査
の
実
施
。（
平
成　

年
６
月
に

２０

市
内
学
校
向
け
に
実
施
）

◆
相
談
窓
口
の
開
設

◆
携
帯
電
話
の
適
切
な
使
用
に
関

す
る
啓
発
用
冊
子
「
今
、
子
ど
も

た
ち
が
危
な
い
！
」
の
作
成
、
配

布
。

も
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
・
・
・

◆
北
海
道
教
育
委
員
会
い
じ
め
相

談
窓
口　

拶
０
１
２
０
‐
３
８
８
２
‐
８
６

◆
旭
川
方
面
本
部
警
察
相
談
セ
ン

タ
ー

拶
０
１
６
６
‐
３
４
‐
９
１
１
０

（
携
帯
電
話
か
ら
は
「
＃
９
１
１
０
」）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
連
絡
協
議
会 
携
帯
サ
イ
ト

鰹問
 

社
会
教
育
課拶

３
９
‐
２
３
１
８

◆
個
別
相
談
及
び
指
導
。

◆
校
風
委
員
会
（
生
徒
会
組
織
）

か
ら
の
呼
び
か
け
。

◆
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
の
指

導
、
啓
発
。

◆
研
修
会
、
講
習
会
の
開
催
。

◆
事
件
の
報
道
の
た
び
に
注
意
呼

び
か
け
。

◆
「
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
」
へ

の
対
応
。

市
教
育
委
員
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
情

勢
を
把
握
し
な
が
ら
、
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込

ま
れ
る
の
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

◆
有
識
者
な
ど
に
よ
る
講
演
会
の

開
催
。

・
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、
補
導
員

研
修
な
ど
（
保
護
者
、
生
徒
、
教

員
、
補
導
員
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
開

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
マ
ナ
ー
や
注

意
点
の
指
導
。

◆
教
育
委
員
会
な
ど
か
ら
配
布
さ

れ
る
冊
子
や
学
校
だ
よ
り
、
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
で
の
指
導
、
呼
び
か
け
。

◆
学
習
に
不
要
な
も
の
と
し
て
、

携
帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み

を
禁
止
。

中
学
校
の
取
り
組
み

　

地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す

が
、
携
帯
電
話
を
持
ち
始
め
る
時

期
で
す
。
小
学
校
と
同
様
の
取
り

組
み
の
ほ
か
に
、
携
帯
電
話
の
利

用
に
つ
い
て
の
研
修
会
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室（
全
生
徒
・

保
護
者
向
け
）
の
開
催
。

◆
参
観
日
公
開
授
業
（
技
術
科
）

の
実
施
。

◆
被
害
予
防
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
利
用

し
た
授
業
の
実
施
。

高
校
の
取
り
組
み

　

学
校
へ
の
携
帯
電
話
の
持
ち
込

み
を
２
校
と
も
容
認
し
て
い
ま
す

が
、
も
ち
ろ
ん
校
内
で
の
使
用
に

は
制
限
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
携

帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
ト

ラ
ブ
ル
処
理
や
予
防
対
策
な
ど
、

生
徒
指
導
部
（
教
員
組
織
）
を
中

心
と
し
た
細
や
か
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

親
子
で
じ
っ
く
り
話
し

合
い
ル
ー
ル
作
り
を

　

今
は
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な

い
子
も
、
い
ず
れ
は
持
つ
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
携
帯
電
話
と
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
う
上
で
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
し
っ

か
り
と
教
育
す
る
こ
と
が
、
犯
罪

被
害
を
防
ぐ
大
切
な
条
件
と
な
り

ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
携
帯
電
話
の
使

い
方
に
つ
い
て
、
家
族
で
話
し
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
あ
っ
た

ル
ー
ル
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
た
め
に
も
、
何
で
も
気
軽
に
話

し
合
え
る
親
子
の
関
係
づ
く
り
が

大
切
で
す
。

　

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が
、
被
害

者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
。

市
内
の
学
校
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

小
学
校
の
取
り
組
み

　

ま
だ
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い

な
い
子
ど
も
が
多
い
の
で
、
携
帯

電
話
に
限
っ
た
指
導
は
少
な
い
で

す
が
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。（
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
）

◆
パ
ソ
コ
ン
の
授
業
な
ど
で
イ
ン

　

社
会
に
対
す
る
知
識
も
経
験
も

少
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
知
ら
な

い
う
ち
に
犯
罪
の
被
害
者
や
加
害

者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

使
い
方
さ
え
間
違
わ
な
け
れ
ば

問
題
は
な
い
の
で
す
が
・
・
・
。

本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は

　

面
と
向
か
う
と
う
ま
く
言
え
な

い
が
、
手
紙
や
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
書
け
る
と

い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
直
接
対
話
を

拒
み
続
け
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
。

　

生
身
の
人
間
同
士
が
向
き
合
い
、

互
い
の
五
感
す
べ
て
で
対
話
す
る

こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
で
あ
り
、
手
紙
や
メ
ー
ル
は

補
助
的
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

携
帯
電
話
を
持
つ
と
、
多
く
の

子
ど
も
は
そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま

れ
没
頭
し
、「 
携  
帯  
電  
話 
依
存
症
」

ケ
 

ー
 

タ
 

イ

に
な
り
ま
す
。
大
事
な
成
長
期
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し

な
い
よ
う
、
十
分
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
わ
り
の
大
人
が
し
っ
か
り

と
子
ど
も
を
見
守
り
、
本
当
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん

経
験
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
「
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
悪
質

な
書
き
込
み
を
探
し
て
削
除
さ
せ
、

犯
罪
や
事
件
な
ど
を
未
然
に
防
止

す
る
取
り
組
み
。
北
海
道
教
育
委

員
会
で
は
、
道
立
高
校
と
連
携
し

て
一
昨
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
、

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

http://www.
iajapan.org/
hotline/mob
ile/index.html
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Ｄ
Ｖ
は
自
覚
が
な
い
こ
と
が
問

題
。
気
付
き
が
必
要
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
と
被
害
者
の

認
識
の
違
い
を
み
て
み
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
覚
が
無
い
こ
と
が

多
く
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
加
害
者
は
、
自
分
は
暴

力
を
使
っ
て
よ
い
、
相
手
が
自
分

に
暴
力
を
さ
せ
る
、
酒
や
薬
物
の

せ
い
で
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま

う
…
自
分
は
身
体
的
暴
力
を
ふ

る
っ
て
い
な
い
の
で
Ｄ
Ｖ
加
害

者
で
は
な
い
、
む
し
ろ
自
分
の
方

が
被
害
者
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
慢
を
し
て
も
Ｄ
Ｖ
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
い
れ
ば
虐
待
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

被
害
者
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
暴
力
的

言
動
に
よ
る
支
配
を
う
け
る
と
、
恐
怖
・

絶
望
・
孤
立
感
か
ら
無
気
力
に
な
り
、
自

分
が
悪
い
か
ら
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
逃
げ
た
り
抵
抗
す

る
こ
と
で
、
更
な
る
復
讐
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
恐
怖
感
で
何
も
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
た
め
に
我
慢
す
れ

ば
い
い
、
我
慢
す
れ
ば
Ｄ
Ｖ
は
無
く
な
る

と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
我
慢
し
て
も
Ｄ
Ｖ
は
解
決
に
向
い

ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
い
れ
ば
、
子
ど
も
へ

の
虐
待
を
長
引
か
せ
、
そ
の
精
神
的
、
肉

体
的
影
響
は
計
り
し
れ
ま
せ
ん
。
暴
力
を

受
け
た
ま
ま
に
し
て
い
る
の
は
絶
対
に
間

違
い
で
す
。
そ
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

松
田
尚
美
さ
ん

ＤＶを考える（後編）

内閣府による「ＤＶ相談ナビ」の設置。
全国共通ダイヤルから、自動音声により、
最寄りの相談窓口を案内します。

 男女共同参画社会づくりへ向けて

男女共同参画を
考える②

問合せ　

総務部市民環境課
志39‐2308

思23‐1313

電子メールアドレス 
simin-ka@furano.
hokkaido.jp

　仕事と家庭の両立支援や男女がともに支えあう社会。こう
した社会を実現するための基本計画「富良野市男女共同参画
推進計画」を平成２１年に策定しました。
　今後計画を進めるうえで、各テーマに沿った現状や課題な
どについてシリーズで市民のみなさんにお伝えし、男女共同
参画を進めるきっかけにしていただきたいと思います。
　今回は第２弾として、広報３月号から引き続き松田尚美さ
んによる「ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）を考える
（後編）」をお伝えします。市民のみなさんからも、紹介して
ほしい事例やご意見などをお寄せください。

２４時間対応0570-0-55210全国統一ダイヤル

平日8:45 ̃20:00 
土日祝 11:00 ̃17:00

011-728-1234
札幌市配偶者暴力相談
センター

平日8:45 ̃17:15011-211-3333札幌市男女共同参画室

平日9:00 ̃17:00011-666-9955道立女性相談援助センター

平日9:00 ̃17:000166-46-5081
上川総合振興局配偶者暴
力相談支援センター

24時間対応(相談専用)♯9110警察相談センター

平日8:３０ ̃17:150167-39-2308富良野市市民環境課

主なＤＶの相談・通報連絡先

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

こ
と
で
す
。
早
く
被
害
者
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

被
害
者
が
相
談
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
る

こ
と

　

Ｄ
Ｖ
は
表
面
化
し
に
く
い
た
め
、
被
害

者
が
相
談
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
る
こ
と
、

普
段
か
ら
地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の

身
体
的
暴
力
を
受
け
て
い
る
被
害
者
を
発

見
し
た
と
き
は
、
関
係
機
関
や
警
察
へ
通

報
す
る
こ
と
が
早
期
解
決
に
つ
な
が
り
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
域
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
住
み
よ
い
社
会
を
作
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
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計画策定の理由

　富良野市観光振興計画が平成２０年５月に策定
され、そのなかで、地域・エリア別の観光振興
計画の策定を明記しています。
　山部地域には、豊かな自然や質の高い農産物、
盛んな文化活動と積極的な住民参加といった風
土があり、富良野市のめざす「滞在型・通年型
観光」に合致する要素が高く、観光推進による
地域活性化が期待できることから、地域として
の観光振興計画を策定しました。

計画の概要

●計画期間　平成２２年～３１年の１０カ年
●計画の内容

第１章：山部地域を取り巻く状況分析
第２章：山部地域の観光振興
　　１．観光振興のイメージ
　　２．具体的数値目標の設定
第３章：１３の具体的戦略
第４章：振興計画の推進体制
第５章：振興計画策定の経過
第６章：観光振興の実践

地域協議の経過

●山部地域観光振興計画策定会議　　
　７回（観光振興計画内容の協議）
　山部商工会、山部まちおこし委員会、富良野市
●観光振興計画の地域説明会

　２回（役員会・全体）
　山部地区総合振興協議会

（
地
域
協
議
の
開
催
結
果
）
山
部
地
域
観
光
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

協議の結果

　市・関係団体・観光事業者や民間事業者、地
域住民それぞれの役割分担を確認。実践していく。

問合せ　商工観光課　拶３９‐２312
※詳細はホームページ及び行政情報コーナーで

市民参加手続のコーナー

平
成
　
年
度
予
算
総
額
は
　
億
２
５
０
０
万
円

２２

２４

　

平
成　

年
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月　

２２

２２

日
か
ら　

日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２６

　

本
定
例
会
で
は
、
業
務
開
始
か
ら
２
年
目
を
迎
え
た
広

域
連
合
の
行
政
執
行
方
針
が
広
域
連
合
長
か
ら
示
さ
れ
、

平
成　

年
度
予
算
の
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
や
専
決
処

２２

分
報
告
な
ど
議
案　

件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

１０

　

平
成　

年
度
予
算
な
ど
２
件
は
予
算
特
別
委
員
会
の
審

２２

査
を
経
て
、
慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
全
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
の
概
要

虚
富
良
野
広
域
連
合
廃
棄
物
処
理
条
例

　

処
理
区
域
外
（
上
川
町
）
か
ら
排
出
さ
れ
る
、
し
尿
な

ど
の
処
理
手
数
料
を
見
直
し
ま
す
。

許
富
良
野
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例

　

個
室
型
店
舗
（
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
）
の
個
室
に

設
け
ら
れ
た
外
開
き
戸
の
う
ち
、
避
難
通
路
に
面
す
る
も

の
は
、
開
放
し
て
も
自
動
的
に
閉
鎖
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
　
　

鰹問
 

富
良
野
広
域
連
合
事
務
局　

拶
３
９
‐
１
２
２
１

歳出金額歳出区分歳入金額歳入区分

2,295議会費2,062,690分担金及
び負担金

59,533総務費55,551使用料及
び手数料

215,978衛生費4,516財産収入

86,641農林業費2寄附金

1,345,157消防費1繰越金

454,355教育費291,446諸収入

258,047公債費10,800連合債

3,000予備費

2,425,006合  計2,425,006合  計

富良野広域連合議会第１回定例会が開催されまし富良野広域連合議会第１回定例会が開催されましたた

富良野市公設地方卸売市場審議会

審議員の募集

委員の任務　市場の公正・円滑な運営を図る
　　　　　　ための審議

応募資格　　市内に住んでいる方で、年２回
　　　　　　程度の会議に出席が可能な方

募集人員　１人

募集期間　４月２８日鰹水 まで

報　　酬 　・１回の会議につき２７５０円　　　
　　 　　　・片道５キロ以上で交通費あり

委員の任期　委嘱の日から２年間

申 込 み　ホームページまたは商工観光課、
山部支所、東山支所に備え付けの申込書に必
要事項を記入のうえ、直接、封書、ファック
ス、電子メールで申し込みください。

問合せ／申込先

商工観光課　拶３９‐２３１２　思23-2123
〒076-8555　富良野市弥生町１番１号
電子メール　  kankou@city.furano.hokkaido.jp

◎平成２２年度予算概要
（単位：千円）
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平成２２年４月から

後期高齢者医療制度の
保険料率が変わります

保険料の計算方法

 　（平成２２年度）

※この保険料率にもとづく平成2２年度の保険料は、前年（平成21年）の所得を基に計算します。
　ただし、年金からお支払いされている方の場合、２月に徴収された金額と同額を４月、６月及び８月に
仮徴収します。正式な保険料は、７月に個別にお知らせします。

加入者（被保険者）の方にお支払いいただく保険料は、２年ごとに保険料率を決めることとなっていま
す。平成22・23年度の新しい保険料率を、お知らせします。

所得割（加入者の所得に応じて負担）均等割（加入者が等しく負担）

9.63％平成20・21年度43,143円平成20・21年度

10.28％
（0.65ポイント増）

平成22・23年度44,192円
（1,049円増）

平成22・23年度

保険料の軽減

比　較平成22年度
均等割額

平成２１年度
均等割額軽減割合所得が次の金額以下の世帯

100円増4,400円4,300円９割軽減
33万円かつ加入者全員が年金収入80万円以下で
他の所得がない

328円増6,628円6,300円8.5割軽減33万円

5２５円増22,0９６円21,5７１円５割軽減33万円＋(24万5千円×世帯主以外の加入者数)
●単身世帯の方は該当しません。

8３９円増35,3５３円34,5１４円２割軽減33万円＋(35万円×世帯の加入者数)

許所得割の軽減　～　加入者個人の所得で判定します。
　　　　　　　　　　前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は所得割が５割軽減となります。

距 被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減
　この制度に加入したときに、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず均等割が９割軽減となります。

１年間の保険料
（１00円未満切捨て）
（限度額50万円）

＝
所得割

(平成21年中の所得－33万円)×10.28％＋
均等割
44,192円

虚均等割の軽減　～　世帯の加入者全員と世帯主の所得の合計で判定します。
　　　　　　　　　　加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

鰹問 北海道後期高齢者医療広域連合　拶011-290‐5601
　富良野市保健医療課医療給付係　拶３９‐２３１0

※被用者保険とは～全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの
健康保険のことです。市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印

印
印

※保険料の計算は、均等割額と所得割額を合算後に、100円未満を切り捨てます。
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

　

昭
和　

年
か
ら 
箏 
と
三

こ
と

４９

味
線
の
教
室
を
開
き
な
が

ら
、
福
祉
施
設
の
慰
問
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
は
、 
生 いく

 
田  
流  
正  
派  
桐  
音  
会  
平  
子  
社 

た
 
り
ゅ
う
 せ
い
 
は
 
と
う
 
ね
 
か
い
 
ひ
ら
 
こ
 
し
ゃ

 
中 
〔
平
子

ち
ゅ
う

 
雅  
楽  
翠 
大
師
範

う
 

た
 
す
い

（
本
名
／
平
子
み
ど
り
さ

ん
）〕。

　
　

人
の
お
弟
子
さ
ん
と

１５
と
も
に
教
室
で
練
習
に
励

み
、
富
良
野
で
年
１
回
、

旭
川
で
も
年
に
３
、
４
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し

な
が
ら
、
学
校
や
病
院
、

福
祉
施
設
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
と
連
携
し
、
音
楽

の
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

音
楽
を
聞
い
て
、
始
め
は
無
表

情
の
お
年
寄
り
の
表
情
が
や
わ
ら

か
く
な
っ
た
り
、「
や
さ
し
い
音
だ

ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
が

う
れ
し
い
と
い
う
平
子
さ
ん
。
病

院
で
、
普
段
会
話
も
少
な
く
記
憶

力
も
衰
え
て
い
る
お
年
寄
り
が
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
黒
田
節
を
３
番

ま
で
歌
い
、
看
護
師
さ
ん
を
驚
か

せ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
学
校
の
授
業
で
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
活
動
で
、
特
に
体
験

を
す
る
こ
と
で
心
の
距
離
が
近
ま

り
、
表
情
が
変
わ
る
の
を
見
て
、

楽
器
や
邦
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
る
と
言
い
ま
す
。

日本古来の楽器日本古来の楽器「「箏 箏 」。」。
こと

箏の美しい音色を箏の美しい音色を多多
くの人に届けたくの人に届けたいい

コンサートで演奏する平子さんとお弟子さんたち
■生田流正派桐音会平子社中■

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
栄

趣
向
を
凝
ら
し
た
楽
し

趣
向
を
凝
ら
し
た
楽
し
いい

メ
ニ
ュ
ー
で
高
齢
者
の

メ
ニ
ュ
ー
で
高
齢
者
の
生生

き
が
い
を
サ
ポ
ー

き
が
い
を
サ
ポ
ー
トト

■
東
部
第
二
町
内
連
合
■

　

東
部
第
二
町
内
連
合
会
（
岡
村

純
一
会
長
）
が
主
催
す
る
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
「
楡
（
に
れ
）
の
会
」

が
３
月　

日
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら

１７

の
で
行
わ
れ
、
地
域
の
高
齢
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど　
２０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
会
の
サ
ロ
ン
は
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
引
き

こ
も
り
の
防
止
、
仲
間
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
平
成　

年
に
ス
タ
ー

１３

ト
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
心
機
一

転
、
会
の
名
前
を
「
楡
（
に
れ
）

の
会
」
と
改
め
、
回
数
も
年
４
回

か
ら
６
回
に
増
や
す
な
ど
、
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
事
業
も

「
高
齢
者
家
庭
の
防
火
対
策
」、「
成

人
病
対
策
」「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
」
な
ど
高
齢
者
に
関
係
の

あ
る
時
事
問
題
を
と
り
あ
げ
た
り
、

「
温
泉
旅
行
」、「
そ
ば
打
ち
」、

「
チ
ー
ズ
工
房
で
の
パ
ン
作
り
」、

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
」
な
ど
参
加

者
か
ら
の
要
望
の
高
い
楽
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
る
な
ど
、
豊
富
な

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
村
会

長
は
「
趣
向
を
凝
ら
し
た
事
業
を

継
続
し
て
い
け
る
の
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
み

な
さ
ん
の
協
力
が
あ
る
か
ら
で
す
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
言

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
温
泉
に
ゆ
っ
く
り

浸
か
っ
た
あ
と
、
大
正
琴
グ
ル
ー

大正琴に合わせて懐かしい歌謡曲を歌うサロンの参加者とボランティアスタッフ
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教
室
に
は
、
還
暦
を
過
ぎ
て
か

ら
三
味
線
を
始
め
た
方
も
い
て
、

「
何
歳
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
、誰
で

も
わ
か
る
簡
単
な
曲
も
演
奏
す
る

の
で
、
初
め
て
の
方
も
、
昔
や
っ

て
い
た
方
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
ほ

し
い
で
す
」
と
平
子
さ
ん
。「
邦
楽

は
、
古
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、今
ま
で
、フ
ル
ー

ト
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
電
子
ピ
ア
ノ
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
西

洋
楽
器
と
合
わ
せ
て
、
新
し
い
音

楽
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
も
っ

と
多
く
の
人
に
、
箏
を
知
っ
て
親

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
邦
楽
の

魅
力
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人

　

お
茶
や
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
、

ギ
フ
ト
な
ど
を
扱
う
「
桑
名
園
」

の
３
代
目
で
、
商
店
街
の
若
手
の

け
ん
引
役
も
務
め
る
の
は
桑
名
豪

人
さ
ん
、
足
寄
町
生
ま
れ
の　

歳
４２

で
す
。

　

桑
名
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、

小
樽
で　

年
間
会
社
員
と
し
て
勤

１２

め
る
傍
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
趣
味

の
活
動
も
活
発
に
こ
な
し
、
た
く

さ
ん
の
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伯
父
に
あ
た
る
桑
名
園

の
先
代
か
ら
誘
わ
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、　

歳
の
年
に
富
良
野
へ
。

３０

伯
父
の
故
郷
と
い
う
親
し
み
と
、

持
ち
前
の
人
当
た
り
の
良
さ
で
す

ぐ
に
地
域
に
溶
け
込
み
、
商
店
街

の
先
輩
方
に
可
愛
が
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

富
良
野
に
来
て
間
も
な
く
、
今

で
は
冬
の
恒
例
行
事
に
定
着
し
た

「
わ
い
わ
い
祭
り
」を
先
輩
か
ら
引

き
継
ぎ
、
第
２
回
か
ら
昨
年
の
第

　

回
ま
で
実
行
委
員
長
を
務
め
た

１１

楽しみながら富良野の商店街を盛り上げていきたい

良野に 桑名 豪人さん
日の出町

く わ な

桑
名
さ
ん
。「
世
代
交
代
が
大
事
。

い
つ
ま
で
も
同
じ
人
が
表
に
い
な

い
方
が
い
い
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
若
い
人
た
ち
に
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
引
き
際
の
大
切

さ
を
話
し
ま
す
。
ま
た
、
相
生
通

り
の
仲
間
付
き
合
い
か
ら
広
げ
た

人
脈
が
、
行
事
の
円
滑
な
運
営
に

欠
か
せ
な
か
っ
た
と
振
り
返
り
、

「
組
織
的
な
付
き
合
い
だ
け
で
は
、

関
係
は
深
く
な
り
づ
ら
い
し
長
続

き
し
ま
せ
ん
。
個
人
的
な
付
き
合

い
を
し
な
け
れ
ば
…
」
と
桑
名
さ

ん
流
の
人
脈
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

へ
そ
祭
り
で
は
、「
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ
公

認
へ
そ
祭
り
す
い
か
割
大
会
」
進

行
役
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。
桑
名
さ
ん
は

「
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ（
日
本
す
い
か
割
り
協

会
）
と
い
う
組
織
を
勝
手
に
立
ち

上
げ
て
、
公
式
ル
ー
ル
も
作
り
ま

し
た
。
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
真
剣

に
や
る
の
っ
て
お
も
し
ろ
い
で

し
ょ
。
東
京
の
ロ
ー
カ
ル
番
組
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
よ
」
と
笑
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
ふ
ら
の
後
援
会
」
に
役
員

と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
り
、「
へ
そ

ま
が
り
ラ
イ
ブ
」
や
「
ゆ
う
ふ
れ

音
楽
祭
」
に
バ
ン
ド
を
結
成
し
て

参
加
し
た
り
、
昨
年
か
ら
は
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、「
人

の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
桑
名
さ
ん
あ

り
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
積
極
的

に
地
域
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
ま
も
な
く
１
歳
に
な
る

「
可
愛
く
て
仕
方
な
い
」お
子
さ
ん

を
中
心
に
、
奥
さ
ん
と
両
親
と
と

も
に
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。「
家
族
の
陰
の
支
え
や
、
意

見
を
言
っ
て
く
れ
る
仲
間
の
存
在

が
な
け
れ
ば
、
自
分
ひ
と
り
で
は

何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。『
大
過

な
く
』
が
基
本
。
で
も
『
大
過
な

く
』
が
一
番
難
し
い
で
す
よ
ね
」

と
人
生
観
を
語
る
桑
名
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と

も
い
え
る
明
る
い
性
格
で
、
富
良

野
の
商
店
街
に
活
気
を
送
り
続
け

ま
す
。

移る

富嬰

お客さんと談笑しながらコーヒー豆を取り
分ける桑名さん

たけひと
プ
「
美
音
（
み
ね
）
の
会
」
の
演

奏
で
、
津
軽
海
峡
冬
景
色
や
知
床

旅
情
、
青
い
山
脈
な
ど
計　

曲
を

１０

全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
途
中
で
東

山
か
ら
温
泉
に
入
り
に
来
て
い
た

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
も
大
正
琴
の

音
に
誘
わ
れ
て
一
緒
に
音
楽
を
楽

し
む
な
ど
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
サ
ロ

れ
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
遠
藤
洋
子
さ
ん
は

「
で
き
る
だ
け
家
庭
的
な
雰
囲
気

を
出
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
の
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
手
作

り
の
昼
食
会
も
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ン
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
を
と
っ

た
あ
と
は
談
笑
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
一

人
は
「
友
だ
ち
と
会
っ
て
一
緒
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
は

す
ご
く
幸
せ
で
す
。
毎
回
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く



10こうほう 2010.4

投
票
で
き
る
方

　

平
成
２
年
４
月　

日
ま
で
に
生

１９

ま
れ
た
方
で
、
本
年
１
月　

日
ま

１０

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
４
月　

日
ま
で
引
き
続

１０

き
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
が
投
票

で
き
ま
す
。
た
だ
し
投
票
日
前
日

（
４
月　

日
）ま
で
に
他
の
市
町
村

１７

に
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
住
民
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
し

ま
す
。
誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合

に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
投
票
用
紙

を
受
け
取
る
と
き
に
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
投
票
所
へ
忘
れ
ず
に

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所

入
場
券
を
な
く
し
た
場
合
に
は
、

当
日
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
と
投
票
所

　

投
票
時
間
と
投
票
所
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

※
特
に
投
票
時
間
に
は
注
意
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票

★
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

●
仕
事
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な

い
方

●
自
分
の
投
票
す
る
区
域
外
に
旅

行
や
滞
在
を
す
る
方

●
病
気
・
ケ
ガ
・
出
産
・
手
術
な

ど
で
歩
行
困
難
な
方

★
期
日
前
投
票
の
と
き
・
と
こ
ろ

市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　

４
月　

日
鰹月
 

〜
４
月　

日
鰹土
 

１２

１７

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

山
部
・
東
山
支
所

　

４
月　

日
鰹火
 

〜
４
月　

日
鰹土
 

１３

１７

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
期
日
前
投
票
の
方
法

　

投
票
所
入
場
券
を
持
っ
て
、
期

日
前
投
票
所
に
行
き
ま
す
。
印
鑑

は
不
要
で
す
。
投
票
日
前
３
日
間

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票

　

富
良
野
市
外
の
市
町
村
や
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
指
定
施
設
で

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
満　
２０

歳
に
な
る
方
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
、
市
役
所
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
支
所
で
は
不
在

者
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
投
票

所
に
行
け
な
い
方
は
、
自
宅
な
ど

で
投
票
用
紙
に
記
載
し
、
郵
送
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
の
手
帳
、
ま

た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
発
行
し
た
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
を
持
っ
て
い
る
方

で
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
新
た
に
受
け
た
い
場
合
は
、
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

道
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
施
設
な
ど
の
入
院
患

者
や
入
所
者
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
市
内
の

指
定
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
の
峰
病
院
・
ふ
ら
の
西
病
院
・

協
会
病
院
・
北
の
峯
ハ
イ
ツ
・
寿

光
園
・
介
護
老
人
保
健
施
設
ふ
ら

の★
不
在
者
投
票
の
と
き
・
と
こ
ろ

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会

　

４
月　

日
鰹月
 

〜
４
月　

日
鰹土
 

１２

１７

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

※
山
部
・
東
山
支
所
で
は
不
在
者

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

鰹問
 

選
挙
管
理
委
員
会

拶
３
９
‐
２
３
２
４

島の下会館・八幡丘会館・平沢集落センター午前７時
～午後４時

御園会館・育良会館・布部会館・扇山公民会館・鳥沼会館・布礼別集落センター・麓郷
集落センター・山部北星地区コミュニティセンター・山部南陽地区コミュニティセン
ター・東山支所・西達布集落センター・老節布会館

午前７時
～午後６時

市役所・西地区コミュニティセンター・勤労青少年ホーム・東春地区コミュニティセン
ター・南コミュニティセンター・東部児童センター・北の峰コミュニティセンター・山
部福祉センター

午前７時
～午後８時

投票時間と投票所

　
投
票
日
当
日
に
都
合
が
悪
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
　
日
鰹日 
は

１８

 富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長
選選選選選選選選選選

富
良
野
市
長
選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

　
　
　
　
　
　
投
票
日
で
す
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高
齢
者
の
総
合
窓
口
相
談

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

　

在
宅
の
高
齢
者
に
係
わ
る
福
祉
や
介
護
、
保
健
・
医
療

な
ど
生
活
全
般
の
相
談
を
受
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
助
言
や
サ
ー
ビ
ス
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢

者
が
、
財
産
管
理
や
契
約
な
ど
で
不
利
益
を
受
け
な
い
よ

う
家
庭
裁
判
所
に
申
立
を
行
い
、
援
助
者
を
つ
け
て
も
ら

う
法
定
後
見
制
度
や
、
自
分
で
援
助
者
を
決
め
て
支
援
を

受
け
る
任
意
後
見
制
度
な
ど
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
事
業　
※
対
象
は　

歳
以
上
で
す
。

６５

■
除
雪
ヘ
ル
パ
ー

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
で
、

病
弱
な
ど
に
よ
り
除
雪
が
困
難
な
方
に
対
し
、
緊
急
時
の

避
難
通
路
の
確
保
を
目
的
と
し
て
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

■
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
に

対
し
て
、
急
病
・
火
災
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め
に
緊
急

通
報
装
置
を
貸
与
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
連
絡
・
援
助
を

　

時
間
体
制
で
行
い
、
日
常
生
活
の
不
安
の
解
消
を
図
り

２４ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

問
合
せ

介
護
保
険
課

拶
３
９
‐
２
２
５
５

平
成　

年
に
策
定
し
た
「
高
齢
者
福
祉
計
画
（
第
４

２１

期
計
画
）」
で
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
い

き
い
き
と
生
活
し
、
家
族
や
地
域
で
高
齢
者
を
支
え

合
う
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
制
度
の
内
容
は
平
成　

年
４
月
１
日
の
も
の
で
す
。

２２

高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す

富良野で高齢者がいつまでも安心して暮らしていける
制度を紹介します

■
生
活
支
援
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者
で
、
生

活
習
慣
の
改
善
や
体
調
の
調
整
を
図
る
必
要
の
あ
る
場
合
、

１
週
間
を
限
度
に
寿
光
園
な
ど
で
生
活
し
な
が
ら
日
常
生

活
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

■
自
立
支
援
ヘ
ル
パ
ー

　

要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者
で
、
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
週
１
回　

分
程
度
派
遣
し
、
軽
易
な
日
常
生

９０

活
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

■
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
病

弱
な
ど
に
よ
り
調
理
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
夕
食
を
届
け
る
と
と
も
に
安
否
確
認
を

し
て
い
ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

■
家
族
介
護
慰
労
金
支
給

　

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
高
齢
者
を
、
一
年
間
以
上
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。（
対
象
条

件
は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
３
カ
月
以
上
の
入
院
・
施

設
入
所
が
な
い
）

■
介
護
用
品
券
な
ど
の
支
給

　

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族
に
、
介
護
用
品
購
入
券
を
支
給
、
要

支
援
１
〜
要
介
護
３
と
認
定
さ
れ
毎
日
紙
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
在
宅
の
高
齢
者
に
紙
お
む
つ
購
入
券
を
支
給
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。（
市
民
税
の
課

税
・
非
課
税
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
金
額
は
異
な
る
）

■
外
出
支
援

　

身
体
機
能
が
低
下
し
、
バ
ス
・
J
R
の
利
用
が
困
難
な

高
齢
者
に
、
市
内
外
出
時
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
助
成
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。（
地
域
に
よ
り
助
成
金
額
が
異
な
る
）

■
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
支
援
し
て
い
ま
す

　

身
体
状
況
は
自
立
で
あ
る
が
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
心

身
の
機
能
低
下
を
予
防
す
る
必
要
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

週
１
回
（
日
曜
日
）
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
、
地
域
福
祉
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
が
主
催
す
る
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
生
活
機
能
評
価
・
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
生
活
機

能
評
価
（
身
体
機
能
低
下
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
）
を
実
施

し
、
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
転
倒
骨

折
予
防
教
室
（
運
動
機
能
向
上
の
体
操
教
室
）
を
実
施
し

ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

高
齢
者
が
環
境
上
の
理
由
や
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、

在
宅
で
生
活
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
食
事
や
必
要

な
ケ
ア
を
提
供
す
る
施
設
（
寿
光
園
な
ど
）
に
入
所
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
要
件
、
費
用
負
担
な
ど
あ
り
ま

す
の
で
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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project news

税
金
収
入
は
ま
ち
づ
く

り
の
基
礎

　

納
税
は
、
日
本
国
憲
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
国
民
の
三
大
義
務
（
教
育

の
義
務
、
勤
労
の
義
務
、
納
税
の
義

務
）
の
一
つ
で
す
。

　

税
金
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体

（
都
道
府
県
や
市
町
村
）
の
収
入
の
大

部
分
を
占
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
の
活
動
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
税
金
の
収
納
率
の
高
い

地
方
公
共
団
体
は
財
政
力
も
強
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

本
市
で
は
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　

市
税
な
ど
の
収

　
　
　
　
　
　
　
　

入
見
込
額
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
ま
ち
づ

　
　
　
　
　
　
　
　

く
り
の
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　

課
題
と
な
っ
て

≪用語解説≫

葛「滞納処分」とは？

　通常、納期限を過ぎると20日以内

に「督促状」が発送され、納付につい

ての確認と依頼をします（地方税法に

規定あり）。法律上では、「督促状を発

送した日から10日を経過した日まで

に完納しないときは、財産等の差押を

実施しなければならない」とされてい

ます。これを「滞納処分」といいます。

滞納処分を実施する法律上の期間

（30日間）では、うっかり納付を忘れ

ていたり、長期不在で納付できなかっ

たりなど、いろいろなケースも考えら

れることから、実務的には督促状を発

送しても納付が確認できない場合は、

催告書や財産調査予告、差押予告書な

どを発送し、自主納付を促します。そ

れでも納付の確認ができない場合に

は、強制徴収権である差押（滞納処分）

を行うことがあります。納期内に納付

できない場合には、納税相談も随時

行っていますので、必ず来庁するか、

ご連絡をお願いします。

納
期
内
に
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
納
税
相
談
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェククククククククククロジェクトトトトトトトトトトト
ニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーニューススススススススススス

「市税等収納対策プロジェクト」
からのお知らせ

「市税等収納対策プロジェクト」とは、平成18
年度に市役所内に設置された組織で、未収金対
策を行っています。副市長を本部長とし、税務
課、都市建設課、上下水道課、保健医療課、こ
ども未来課などの職員で構成されています。

ププププププププ

い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
滞
納
処
分
」
の
執
行
状

況
に
つ
い
て

　

市
税
な
ど
の
未
納
者
に
対
す
る
、

平
成　

年
度
の
差
押
件
数
は
次
の
と

２０

お
り
で
す
。

　　

こ
れ
ま
で
も
、
給
与
や
預
金
、
不

動
産
の
差
押
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成　

年
度
か
ら
は
動
産
の
差
押
も

１９

行
っ
て
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
た
物

品
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
で
売

却
し
、
そ
の
代
金
を
未
納
額
に
充
て

て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
た
と
え
、
光
熱
水
費
に
あ

て
る
た
め
に
入
金
さ
れ
た
と
し
て
も
、

差
押
執
行
時
に
残
高
が
あ
れ
ば
、
全

額
差
し
押
え
ら
れ
、
税
に
充
当
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。（
生
活
保
障
分

は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
不
動
産
差
押

　

土
地
・
家
屋
な
ど
の
不
動
産
は
財

産
（
資
産
）
で
あ
る
た
め
、
差
押
財

産
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
不
動

産
差
押
物
件
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

に
公
売
を
執
行
し
、
そ
の
売
却
代
金

に
つ
い
て
税
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

●
動
産
差
押

　

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
生
活
に

不
可
欠
な
衣
類
、
寝
具
、
食
料
、
燃

料
な
ど
以
外
は
、
動
産
差
押
が
可
能

で
あ
り
、
法
律
に
も
と
づ
く
捜
索
（
国

税
徴
収
法
第
1
4
2
条
）
の
結
果
、

換
価
価
値
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
差

押
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
え
た
動
産

は
、
公
売
に
よ
り
売
却
し
、
公
売
に

係
る
経
費
を
除
い
た
金
額
が
、
税
に

充
当
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。（
電

化
製
品
や
古
物
品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
）

納
税
は
、
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
で
！

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
期

限
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら

平成20年度　差押執行状況

差押件数　１３２件
（H20年４月１日～H21年３月31日まで）

【内訳】
　預貯金差押　　３０件
　不動産差押　　６件
　動産差押　　　１６件（１７３物品）
　その他債権差押　８０件（還付金など）

※動産はインターネット公売

地
方
税
法
に
よ
る
主
な

「
滞
納
処
分
」
の
例

●
給
与
・
年
金
の
差
押

　

給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
差
押
禁
止

額
（
生
活
保
障
分
）
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
、
全
て
差
押
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

●
預
貯
金
差
押

　

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
預
貯
金

に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
る
差
押
禁
止
額
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
残
高
全
額
が
差
押
の
対
象
と
な
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固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）
に
、

土
地
、
家
屋
ま
た
は
償
却
資
産
（
こ

れ
ら
を
総
じ
て
「
固
定
資
産
」
と
い

い
ま
す
）
を
所
有
し
て
い
る
方
が
、

そ
の
固
定
資
産
の
評
価
額
を
も
と
に

算
出
さ
れ
た
税
額
を
、
そ
の
固
定
資

産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。（
市
内
に
固

定
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

富
良
野
市
へ
納
税
と
な
り
ま
す
）

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
と
一
緒
に
課

税
さ
れ
る
税
金
に
、
都
市
計
画
税
が

あ
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
都
市
計

画
区
域
の
う
ち
、
用
途
地
域
内
に
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
に
課
税
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
都
市
計
画
税
を

含
め
て
、
固
定
資
産
税
と
称
し
説
明

し
ま
す
。

●
納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
る
方
の
こ
と

を
納
税
義
務
者
（【
別
表
１
】）
と
い

い
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有

自
動
で
引
き
落
と
し
さ
れ
、
納
め
忘

れ
も
な
く
納
付
の
手
間
も
省
け
る
う

え
、
一
度
手
続
き
を
さ
れ
る
と
翌
年

度
以
降
も
継
続
さ
れ
る
の
で
、
大
変

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、
納
め
忘
れ
の
な

い
、
安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
、
税
務
課
（
市
役
所
９

番
窓
口
）、
各
支
所
、
預
貯
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
一
部
で
き
な
い
税
目

も
あ
り
ま
す
）

今
年
度
の
納
付
書
発
送

予
定

５
月　

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

６
月　

市
・
道
民
税

７
月　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
金
・
保
険
料
（
税
務
課
／
市
税
等

収
納
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

拶
３
９
‐
２
３
０
２

公
営
住
宅
使
用
料
（
都
市
建
築
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
６

上
下
水
道
料
金
（
上
下
水
道
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
７

保
育
料
（
こ
ど
も
未
来
課
）

拶
３
９
‐
２
２
２
３

税税税税税税税税税税
のののののののののの
豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆
知知知知知知知知知知

税
の
豆
知
識識識識識識識識識識識

『
固
定
資
産
税
（
こ
て
い
し
さ
ん
ぜ
い
）』

者
で
す
。

※
所
有
者
と
し
て
登
記
（
登
録
）
さ

れ
て
い
た
方
が
賦
課
期
日
前
に
死
亡

し
て
い
る
場
合
に
は
、
現
に
所
有
さ

れ
て
い
る
方
（
相
続
人
な
ど
）
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

●
税
額
の
計
算
方
法

　

ま
ず
、
固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ

の
価
格
を
決
定
し
ま
す
。（
土
地
と
家

屋
の
評
価
額
は
３
年
に

一
度
見
直
し
を
行
い
ま

す
）
こ
の
価
格
を
も
と
に

「
課
税
標
準
額
（
税
額
を

計
算
す
る
元
と
な
る

額
）」
を
決
定
し
、
こ
れ

に
税
率
を
か
け
る
と
固

定
資
産
税
額
が
算
出
さ

れ
ま
す
。

　

本
市
の
税
率
は
、
標
準
税
率
の

「
1
・
4
％
」
で
す
。（
都
市
計
画
税

は
0
・
3
％
）
な
お
、
免
税
点
と
い

う
制
度
が
あ
り
、
市
内
に
同
一
人
物

が
所
有
す
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
が

【
別
表
２
】
の

金
額
に
満
た

な
い
場
合
に

は
、
固
定
資
産

税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
評
価
の
し
か
た

　

土
地
の
評
価
は
、
売
買
実
例
価
額

を
も
と
に
固
定
資
産
評
価
基
準
に
も

と
づ
き
評
価
し
ま
す
。
な
お
、
宅
地

に
つ
い
て
は
、
地
価
公
示
価
格
な
ど

の
７
割
程
度
を
目
途
に
地
価
公
示
価

格
、
北
海
道
地
価
調
査
価
格
及
び
不

動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
価
格

を
活
用
し
評
価
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
屋
に
つ
い
て
は
、
新
築
時
に
固
定

資
産
の
調
査
員
が
訪
問
し
調
査
し
ま

す
。
そ
の
調
査
に
よ
り
、
再
建
築
価

格
を
求
め
、
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

償
却
資
産
は
取
得
価
格
を
基
礎
と
し

て
評
価
し
ま
す
。

●
軽
減
に
つ
い
て

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
地
に

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
く
わ

し
く
は
税
務
課
へ
）

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
新
築
住
宅
に

減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【別表１】　納税義務者

登記簿又は土地補充課税台帳に所有者と
して登記又は登録されている方土地

登記簿又は家屋補充課税台帳に所有者と
して登記又は登録されている方家屋

償却資産課税台帳に所有者として登録さ
れている方

償却
資産

※償却資産とは・・・会社や個人で工場やお店
などを経営している方が、その事業のために使
用する機械・器具・備品などをいいます。

【別表２】

３０万円土地

２０万円家屋

１５０万円償却
資産

【固定資産税額の計算式】

税額＝課税標準額×税率

◆
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措

置
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
で
居

住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の
）

　

床
面
積
が　

㎡
以
上
2
8
0

50

㎡
以
下
の
住
宅
（
併
用
住
宅
や
ア

パ
ー
ト
な
ど
は
要
件
が
異
な
り

ま
す
）
は
、
対
象
に
相
当
す
る

（
1
2
0
㎡
相
当
）
固
定
資
産
税

額
が
次
に
該
当
す
る
期
間
、
２
分

の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

虚
一
般
の
住
宅
（
許
以
外
の
住

宅
）
→
新
築
後
３
年
度
分

許
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど
→
新
築
後
５
年
度
分

　

既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
も
、
耐

震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
省
エ

ネ
改
修
な
ど
に
伴
う
工
事
を
し

た
場
合
で
、
一
定
要
件
を
満
た
し

た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
税
務
課
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国高等学校選抜スキー大会（アル
ペン競技）が３月１２日～１５日に富

良野スキー場で開催され、熱戦が繰り広
げられました（富良野開催６年目）。多
くの関係者やボランティアなどの協力
により、万全の体制で迎えた本大会には
２６９人の選手が参加。強豪がひしめくな
か、多くの北海道選手が入賞し、富良野
からは富良野高校の荒井章吾選手が男
子大回転で８位入賞を果たしました。

全国の高校生が熱戦！選抜スキー大会

全

地域医療を支える看護師の卵たちの門出

護専門学校の卒業式が３月５日
に行われ、14期生30人の看護師の

卵たちが新たな一歩を踏み出しました。
式では、在校生代表が先輩との思い出を
涙とともに伝えると、卒業生代表からは
３年間の思い出と感謝の気持ちが語ら
れ、在校生へ「辛いことがあっても、支
えてくれている人がいることを忘れな
いでください。決して一人ではありませ
ん」と力強くエールを送りました。

看

　

3
月
8
日
か
ら　

日
の
3
日
間
、

10

産
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
食
の
安

全
・
安
心
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
が
試

行
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
北
の
３
大
学
連
携
（
北
海
道
大

学
、
酪
農
学
園
大
学
、
帯
広
畜
産

大
学
）
と
富
良
野
市
が
共
同
企
画

し
た
も
の
で
、
食
の
安
全
・
安
心

に
関
す
る
確
か
な
知
識
を
持
ち
、

そ
れ
を
地
域
に
発
信
・
還
元
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
取
り
組

み
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
て
、

本
州
の
大
学
か
ら
の
視
察
も
含
め
、

総
勢　

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

38

　

今
回
の
試
行
開
講
で
は
、「
食
の

安
全
」、「
食
の
安
心
」、「
安
全
・

安
心
を
適
切
に
伝
え
る
」
の
３
分

野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
５
つ
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
な
か
に
は
、
地
元
を
知
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

よ
う
に
と
、「
メ
ロ
ン
直
売
所
物

語
」、「
東
山
の
農
業
と
農
村
づ
く

り
」、「
ふ
ら
の
玉
ね
ぎ
の
ブ
ラ
ン

ド
形
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
地
元

の
方
が
教
鞭
を
と
る
講
座
も
あ
り

ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
本
格
開
講
と
な

り
、
食
の
安
全
・
安
心
を
体
系
立

て
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
総
合
的

な
知
識
を
有
し
、
実
践
・
指
導
で

き
る
「
マ
イ
ス
タ
ー
」
が
育
成
さ

れ
ま
す
。
市
農
林
課
で
は
「
農
業

を
基
幹
産
業
と
す
る
富
良
野
市
に

お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
を

数
多
く
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
、
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は「
難
し
か
っ
た
」、

「
地
元
の
こ
と
を
勉
強
で
き
て
良

か
っ
た
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
」
と

の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
意
見
を
踏
ま
え
、「
食
の
安

全
・
安
心
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
が

来
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。

食
の
安
全
・
安
心
マ
イ
ス
タ
ー
講

食
の
安
全
・
安
心
マ
イ
ス
タ
ー
講
座座

北
の
３
大
学
と
富
良
野
市
に
よ
る
連
携
事
業
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まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

郷ラングラウフが3月１４日、麓郷
の森で開催され、好天のなか２００

人の参加者が麓郷の冬の自然を満喫し
ました。本大会は、年齢、体力、ハン
ディの有無に係わらず誰でも楽しめ、毎
年スキー愛好者らが道内外から集いま
す。今年も、麓郷中学校の生徒が目の不
自由な方の伴走を務め、参加者には豚汁
がふるまわれるなど、実行委員会や地元
ボランティアが大会を盛り上げました。

森を滑走。自然を満喫。麓郷ラングラウフ

麓

お友達に教えて
もらいながら、
自分なりのアレ
ンジを加えて作
りました。
『自然』の物で
作っているので、
部屋にも溶け込
んでくれます。

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して
います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。
応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

鳥沼保育園が閉園。４３年の歴史に幕

沼保育園の閉園式が３月１３日、鳥
沼小学校で行われました。同園は

昭和４2年に農家の子どもたちの保育を
目的として地域が運営主体となり設立。
設立当初は２０人を超える園児が在園し
ていましたが、現在は１１人で、うち３人
が今春に卒園します。今後も園児数の増
加は見込めないことから、４３年の歩みに
終止符を打ちました。閉園式では、全園
児による最後の踊りが披露され、保護者
や関係者が別れを惜しみました。

鳥

占冠村
初心者からリピーターまで大満足

「今年も鵡川でラフティング！」

　占冠村を流れる鵡川は、北海道
でもトップクラスのエキサイティ
ングリバー。落差が大きく川幅が
狭いので、「このスリル感がたまら
ない」と毎年大人気！
　自然に圧倒されながら下るツ
アーを、ぜひ体験してみてくださ
い。

鰹問 経済課 拶５６‐２１７４

南富良野町

道の駅「南ふらの」でひと休み

　国道３８号線沿いにカヌーの舳先
(へさき)をイメージした外観の南
ふらの物産センター。館内には、
地元産の食材を使用したメニュー
を味わうことができるレストラン
や町の特産品、お土産品などもあ
ります。また、幻の淡水魚イトウ
をはじめ、アメマス、ニジマスな
どが水槽の中に見ることができま
す。
　快適なドライブの休憩にぜひお
立ち寄りください。

鰹問 振興公社 拶５２‐2１00

上富良野町
十勝岳温泉郷で疲れを癒しませんか

　一面の雪景色を堪能しながらの
露天風呂は、最高です。ぜひ家族
で十勝岳の大自然と温泉を堪能く
ださい。
十勝岳温泉郷
　白銀荘、カミホロ荘、凌雲閣、
ヒュッテバーデンかみふらの
※吹上温泉白銀荘前～望岳台ゲー
ト間の道道966号線（十勝岳温泉美
瑛線）が、平成２２年５月７日まで、
冬期通行止めになっています。

鰹問 産業振興課 拶４５‐６９８３

中富良野町
森林公園　５月１日オープン（予定）

　中富良野のシンボル、北星山。
田園風景をゆっくりとながめなが
ら、のぼりつめると森林公園があ
ります。園内には、フィールドア
スレチックなどが設置されており、
四季の変化に富んだ、自然を身近
に感じられる場としても親しまれ
ています。ご家族みなさんでお楽
しみください

鰹問 産業建設課 拶４４‐２１２３

「 エコ工作 」

石川真紀さん
（若葉町）
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 譲
り
ま
す
 

捌
テ
ー
ブ
ル
捌
ラ
ン
ド
セ
ル
（
赤
）
捌
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
（
男
性
Ｌ
）
捌
水
槽
（　
３０

㍑
）
捌
冷
蔵
庫
（　

㍑
）
捌
男
子
学
生
服

９０

（
１
７
５
Ｂ
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
Ｆ
Ｆ
式
ス
ト
ー
ブ
捌
携
帯
用
ラ
ジ
オ

捌
使
用
済
こ
い
の
ぼ
り
捌　
　

ス
ク
ー

５０
cc

タ
ー
捌
車
の
お
も
ち
ゃ
（
ト
ミ
カ
）
捌
お

ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ

消費者相談 Ｑ＆Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

マグロもクーリング・オフ（８０代 女性）

消費者相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時
※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　「マグロはいりませんか」と元気な青年が来まし

　　　た。見ると外にトラックが止まっていてマグロ

の切り売りをすると言います。一人暮らしなので少し

だけくださいと頼んだら、大きく切り取って「１万円

だよ」というのです。びっくりしてそんな高いものは

買えないと断りましたが「切ってしまったものは戻せ

ない、買ってくれ」と言われ仕方なく買いました。こ

んな売り方は納得できません。

　　　平成２１年１２月から法律が変わり、訪問販売、電
　　　話勧誘などにおいて3,000円以上なら、生鮮食品
を販売した業者も「特定商取引に関する法律」の対象
となり、クーリング・オフが可能になりました。
　マグロに限らず昆布やリンゴ、ミカンなどの生鮮食
品を業者からの強引な訪問や電話で勧められるまま断
り切れずに購入しても、クーリング・オフができます。
今回は領収書など書面をもらっていないため、業者の
名前も住所も分からず連絡が取れない状態です。相談
者は情報提供のみでクーリング・オフまでは希望しな
いとの返答でしたが、トラックのナンバーがわかれば
警察へ相談する方法もあることを説明しました。法改
正後もカニの販売を電話で勧誘して高額な契約をさせ
られたという被害報告が多くあります。あきらめずに
相談ください。

Ｑ

A

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へごみＱ＆Ａ

Ｑペンキの缶は、何ごみで捨てれば良いのですか？

Ａ
ペンキの缶は空き缶で出してください。ペンキが残っている場合は、新聞紙などで拭き取ってく
ださい。拭き取ったペンキは固形燃料ごみになります。また、缶のなかにペンキが固まって取れ
ない場合は、そのまま出してください。

Ｑソファーを捨てたいのですが、料金はいくらになりますか？

Ａ
ソファーは、大きさにより料金が異なります。１人掛け（小型）が420円、２人掛け（中型）が840
円、３人掛け（大型）が1,260円になります。市役所（市民環境課）または、山部・東山支所の窓
口で1枚420円のごみ処理券を必要な枚数お買い求めください。

ごみの分別で迷ったときは、「ごみの分け方・出し方ガイドブごみの分別で迷ったときは、「ごみの分け方・出し方ガイドブッッ

ク（ピンク色の本）」に掲載してあるごみ分別辞典が便利ですク（ピンク色の本）」に掲載してあるごみ分別辞典が便利です。。
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お子さんの写真を募集しています！
応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・
メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

●耳鼻咽喉科の救急疾患について虚

　

夜
間
、
耳
が
急
に
痛
く
な
っ
た

り
、
ま
た
鼻
血
が
出
た
り
し
て
、

ど
う
対
処
し
た
ら
良
い
か
困
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
す
べ
て
の
状
態
を
自
分
で
判

断
す
る
の
は
難
し
い
で
す
し
、
救

急
外
来
に
電
話
相
談
す
る
こ
と
も

必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
耳
鼻
咽

喉
科
関
連
の
救
急
疾
患
に
対
し
て

の
一
般
的
な
対
応
に
つ
い
て
何
回

か
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

虚
耳
の
症
状
「
耳
痛
」

　

急
に
耳
が
痛
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
基
本
的
に
は
我
慢
す
る
か
手

持
ち
の
痛
み
ど
め
（
経
口
薬
・
座

薬
な
ど
の
消
炎
鎮
痛
剤
）
で
ひ
と

晩
経
過
を
見
て
、
翌
日
受
診
で
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
不
安

な
場
合
に
は
、
救
急
外
来
に
電
話

で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

疾
患
と
し
て
は
、
耳
掃
除
を
し

す
ぎ
た
り
耳
に
水
が
入
っ
た
り
し

た
後
の
耳
痛
は
外
耳
炎
、
ま
た
、

風
邪
を
ひ
い
て
い
た
り
鼻
の
調
子

が
悪
い
と
き
に
は
中
耳
炎
で
し
ょ

う
。
中
耳
炎
の
と
き
は
ほ
と
ん
ど

が
難
聴
を
伴
い
ま
す
が
、
乳
幼
児

の
場
合
は
発
熱
・
機
嫌
の
悪
さ
を

伴
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

外
傷
で
多
い
の
は
、
耳
掃
除
中

に
周
り
に
い
る
人
が
ぶ
つ
か
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
に

は
、
激
し
い
出
血
・
め
ま
い
（
内

耳
に
ま
で
外
傷
が
及
ん
で
い
る
可

能
性
）
な
ど
を
伴
う
場
合
に
は
救

急
外
来
を
受
診
さ
れ
た
方
が
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

異
物
と
し
て
は
綿
棒
の
先
の

綿
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
多
い
で
す

が
、
翌
日
の
受
診
で
良
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
生
き
て
い
る
虫
が

入
っ
て
暴
れ
て
痛
い
場
合
は
救
急

外
来
受
診
も
必
要
で
す
。

許
耳
の
症
状
「
急
性
難
聴
」

　

急
に
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
疾
患

と
し
て
は
、耳
垢
を
押
し
込
ん
だ
・

中
耳
炎
（
痛
み
が
な
い
も
の
も
あ

る
）・
突
発
性
難
聴
・
低
音
部
感
音

性
難
聴
（
耳
閉
塞
感
）
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ど
の
病
気
に
し
て

も
ひ
と
晩
様
子
を
見
て
翌
日
受
診

（
放
置
す
る
と
治
ら
な
く
な
る
病

気
も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
受
診

を
）
で
良
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

難
聴
と
一
緒
に
グ
ル
グ
ル
回
る
め

ま
い
も
起
こ
す
と
き
に
は
強
い
吐

き
気
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
つ
ら

い
場
合
に
は
救
急
外
来
を
受
診
し
、

点
滴
治
療
で
あ
る
程
度
改
善
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

…
次
回
に
つ
づ
く

一週間違いのお友達汐
「将来は亭主関白？！」

村上 村上 　
むらかむらかみみ

友斗 友斗 さんさん　(４カ月(４カ月））北斗町北斗町
ゆうゆう とと

石川 石川 　   楓楓
いしかいしかわわ

    さんさん　  (４カ月(４カ月））栄町栄町
かえ かえでで

左から

富良野医師会　理事　林　浩　先生

もうすぐ１年生と
年少さんです！

吉岡 吉岡 　
よしおよしおかか

未羽 未羽 さんさん(６歳）(６歳）
み うみ　う

吉岡 吉岡 　
よしおよしおかか

塁生 塁生 さんさん(３歳）(３歳）
る いる　い

　　　　　　　　新富町新富町
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く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

防
犯
灯
設
置
費
補
助
金
に

つ
い
て

　

市
で
は
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
防

犯
灯
の
設
置
や
改
修
を
行
う
町
内

会
（
団
体
な
ど
）
に
、
そ
の
工
事

費
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
申
請
の
受
け
付
け
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

町
内
会
（
団
体
な
ど
）
は
市
民
環

境
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対　

象　

町
内
会
ま
た
は
防
犯
灯

管
理
団
体
な
ど

補
助
金
額　

１
灯
に
つ
き
設
置
費

用
の　

％
、
ま
た
は
２
７
０
０
０

４０

円
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
。

そ
の
他　

申
請
前
に
工
事
を
行
っ

た
防
犯
灯
は
、
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

鰹問
 

市
民
環
境
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
の
浄
化
槽
設
置
整

２２

備
補
助
金
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
浄
化
槽
設
置
者

本
人
か
同
居
の
家
族
の
方
に
限
り

ま
す
。

対
象
者　

下
水
道
区
域
外
で
、
居

住
用
の
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
方
。

受
付
期
間　

　
　
　
　

４
月　

日
鰹月
 

〜　

日
鰹火
 

１２

２０

必
要
書
類　

　
　
　
　

浄
化
槽
工
事
の
見
積
書

募
集
基
数　

５
基
（
申
し
込
み
が

５
基
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
）

抽
選
会　

４
月　

日
鰹木
 

午
前　

時

２２

１０

鰹問
 

市
民
環
境
課　

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
学
生
の
入
院
医
療
費
助
成

　

市
で
は
、
小
学
生
の
入
院
時
の

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
一
定
の
所
得
を
超
え
る
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
方
法　

虚
富
良
野
沿
線
医
療
機
関
に
入
院

さ
れ
る
場
合
は
、
受
給
者
証
の
交

付
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

許
富
良
野
沿
線
医
療
機
関
以
外
に

入
院
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
費
の

払
い
戻
し
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　戦前、戦中、戦後、
そして日本の高度経
済成長をささえてき
た炭鉱や鉱山。幌内
炭鉱、大夕張炭鉱、
釧路コールマインな
ど、人々が去り、自
然の中で朽ち果てな
がら廃墟となった北
海道の炭鉱・鉱山を
写真で紹介。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　毎週月曜日　２９日鰹木 ４月の休館日

２階展示ホール　

　４月６日鰹火 まで　全国学生書道展
　４月２０日鰹火 ～５月９日鰹日 　森暁空書道展
２階多目的ホール　

　４月１０日鰹土 午前１０時３０分　おはなし会
　４月１７日鰹土 午前１０時３０分　英語のおはなし会
１階おはなしコーナー　
　毎週水曜日午後３時　どんぐりおはなし会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）
メアリー・ノートン床下の小人たち

むらい　かよモテモテおばけチョコレート

●一般書（新着）
船戸　与一新・雨月（上・下）

北方　謙三寂滅の剣

津本　陽身命を惜しまず

手
続
方
法　

市
役
所
保
健
医
療
課

医
療
給
付
係
（
３
番
窓
口
）
に
必

要
書
類
を
持
参
し
、
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

虚
健
康
保
険
証

許
印
鑑

※
払
い
戻
し
の
手
続
に
は
次
の
書

類
も
必
要
で
す
。

距
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

鋸
預
金
通
帳

鰹問
 

保
健
医
療
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
火
災
予
防
運
動

全
国
統
一
標
語

「
消
え
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
こ
」

　

４
月　

日
鰹火
 

か
ら　

日
鰹金
 

ま
で

２０

３０

図書館だより図書館だより

有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
　

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

料　

金
（
富
良
野
圏
域
住
民
）

当
日
券 

（
中
学
生
以
下
）　

m
m
m
m
１
０
０
円

（
高
校
生
・
一
般
）

m
m
m
m
３
０
０
円

回
数
券
（
３
施
設
共
通　

枚
綴
り
）

１２

（
中
学
生
以
下
）
１
０
０
０
円

（
高
校
生
・
一
般
）
３
０
０
０
円

３
施
設
共
通
シ
ー
ズ
ン
券　

（
高
校
生
・
一
般
）
１
５
０
０
０
円

※
回
数
券
と
シ
ー
ズ
ン
券
は
４
月　

日
鰹月
 

よ
り

１２

発
売
し
ま
す
。

※
利
用
券
、
利
用
時
間
、
購
入
方
法
な
ど
は
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
金
満
緑
地
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
１
１
５
２

オ
ー
プ
ン
予
定
日　

４
月　

日
鰹土
 
１７

休
園
日　

水
曜
日

鰹問
 

大
北
土
建
工
業
緑
化
造
園
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
４
４
‐
２
３
９
０

●
山
部
自
然
公
園
太
陽
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
３
０
０
３

オ
ー
プ
ン
予
定
日　

４
月　

日
鰹木
 
２９

休
園
日　

火
曜
日

鰹問
 

山
部
商
業
協
同
組
合　

拶
４
２
‐
２
７
１
８

●
東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
２
７
‐
２
７
２
７

オ
ー
プ
ン
予
定
日　

４
月　

日
鰹土
 
１７

休
園
日　

木
曜
日

鰹問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
５
０
１
０

今月の注目の今月の注目の本本
北海道炭鉱遺産

ＫＥＮ五島
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広告①広告②

○
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止鰹問
 

市
民
環
境
課　

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止

　

例
年
、
山
菜
愛
好
家
が
行
者
ニ

ン
ニ
ク
や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
山
菜

採
り
の
た
め
に
入
山
し
、
道
に

迷
っ
た
り
、
沢
に
転
落
す
る
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

　

慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
す
る
と

そ
こ
に
事
故
の
「
落
と
し
穴
」
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
山
菜

採
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

虚
一
人
で
は
山
菜
採
り
に
行
か
な

い
。

許
家
族
な
ど
に
は
必
ず
行
き
先
と

帰
る
時
間
を
知
ら
せ
る
。

距
一
緒
に
入
っ
た
仲
間
と
声
を
掛

け
合
っ
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す

な
ど
し
て
絶
え
ず
お
互
い
の
位
置

を
知
ら
せ
合
う
。

鋸
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
、
常

に
確
認
す
る
。

鰹問
 

富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
西
病
院
脳
神
経
　

外
科
外
来
診
療
日
の
変
更

　

脳
神
経
外
科
の
外
来
は
平
成　
２２

年
４
月
か
ら
金
曜
日
が
休
診
と
な

り
、
月
曜
日
が
午
前
９
時
か
ら
の

診
療
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
５
月

か
ら
は
木
曜
日
午
後
の
診
療
が
追

加
と
な
り
ま
す
。

４
月
の
診
療
日

【
月
曜
日
〜
水
曜
日
】

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
木
曜
日
】

　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

※
木
曜
日
の
午
後
は
休
診
と
な
り

ま
す
。

５
月
以
降
の
診
療
日

【
月
曜
日
〜
木
曜
日
】

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

鰹問
 

ふ
ら
の
西
病
院

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
６
６
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

と　

き　

５
月　

日
鰹月
 

午
後
１
時

１７

〜
５
月　

日
鰹木
 

正
午

２０

と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

４
１
５
５
番
地　

）
３０

内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
障
が

い
程
度
の
判
定
、
そ
の
他
専
門
的

相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
４
月　
１３

日
鰹火
 

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
不
定
期
な
日
程
で
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
広
報
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

の
期
間
、
全
国
統
一
標
語
の
も
と

全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
平
成　

年
中

２１

に
市
内
で
発
生
し
た
火
災
は　

件
２０

で
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

５
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
一
人
ひ
と
り
が
火

の
元
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
家
族
や

地
域
で
火
の
取
り
扱
い
や
避
難
方

法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
地

域
ぐ
る
み
で
防
火
の
輪
を
広
げ
、

悲
惨
な
焼
死
や
重
要
な
財
産
の
損

失
を
も
た
ら
す
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

虚
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

許
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

距
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

虚
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

※
設
置
期
限
は
平
成　

年
５
月　

２３

３１

日
で
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

許
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

距
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

鋸
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

鰹問
 

富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間　

４
月
６
日
鰹火
 

〜　

日
鰹木
 
１５

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
地
域
・
職
場
・
家

庭
な
ど
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

ハイランドふらの休館日のお知らせ

施設及び機械点検のため下記のとおり全
館休館します。ご迷惑をお掛けしますが
よろしくお願いします。

４月５日鰹月 ・６日鰹火 
鰹問 ハイランドふらの　拶２２‐５７００



20こうほう 2010.4

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料

率
が
、
本
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
９
・　

％
（
現
行
８
・　

％
）

４２

２６

に
変
わ
り
ま
す
。

　

大
幅
な
保
険
料
率
引
き
上
げ
の
背

景
と
し
て
は
、
保
険
料
収
入
が
大
幅

に
落
ち
込
む
一
方
で
医
療
費
の
支
出

が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kyoukaikenpo.or.jp

   
 
 
                   /  

鰹問
 

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

拶
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

募

集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
「
ふ
ら
の
市
民
環

２２

境
会
議
」
定
期
総
会
の
開
催
と

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

定
期
総
会

と　

き　

４
月　

日
鰹土
 

午
前　

時

１０

１０

と
こ
ろ　

図
書
館
３
階
会
議
室

講
習
会　

定
期
総
会
後
に
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
講
演
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
会
員
募
集

応
募
資
格　

富
良
野
圏
域
に
在
住
の

　

歳
以
上
の
方
で
、
自
然
や
環
境
問

１８題
に
興
味
や
意
欲
の
あ
る
方
。

応
募
方
法　

市
民
環
境
課
、
山
部
・

東
山
支
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
先
／
問
合
せ

ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務
局
（
市

民
環
境
課
内
）

　
　
　
　
　
　

志
３
９
‐
２
３
０
８

思
２
３
‐
１
３
１
３

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

電
子
メ
ー
ル

sim
in-ka@

city.furano.hokkaid

o.jp・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
市
・
道
営
住
宅
入

２２

居
者
募
集
計
画

　

平
成　

年
度
の
市
・
道
営
住
宅
の

２２

募
集
は
、
空
家
が
あ
る
場
合
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
入
居
希
望
者
が
公

募
戸
数
を
上
回
る
場
合
は
、
公
開
抽

選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

第
１
回
募
集　
　

５
月　

日
〜　

日

１０

２１

第
２
回
募
集　
　

７
月
５
日
〜　

日
１６

第
３
回
募
集　
　

９
月
６
日
〜　

日
１７

第
４
回
募
集　
　
　

月
８
日
〜　

日

１１

１９

第
５
回
募
集　

　
　
　

平
成　

年
２
月
７
日
〜　

日

２３

１８

鰹問
 

都
市
建
築
課

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

少
林
寺
拳
法
富
良
野
光
明
寺

支
部
「
拳
士
募
集
」

　

少
林
寺
拳
法
は
、
教
え
・
技
法
・

教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
自
信
と

勇
気
と
行
動
力
を
持
っ
た
社
会
で
役

立
て
る
人
を
育
て
る
「
人
づ
く
り
」

の
行
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

共
に
楽
し
み
な
が
ら
稽
古
し
ま
せ
ん

か
。

と　

き　

毎
週
火
・
金
曜
日

【
小
学
生
以
下
】

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

【
中
学
生
〜
大
人
】

　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時　

分

４５

３０

と
こ
ろ　

【
火
曜
日
】　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
金
曜
日
】　

支
部
専
有
道
場
（
若
松

町　

番
１
号
）

１１
※
体
験
入
門
・
見
学
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
。

鰹問
 

支
部
長　

青
木
賢
隆
さ
ん

　
　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
４
７
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　

団
員
募
集

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

か
ら
５
年
生
男
子
（
２
年
生
以
下
は

相
談
く
だ
さ
い
）

期　

間　

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成

２２

　

年
３
月
ま
で
の
１
年
間

２３募
集
人
員　
　

人
程
度

１０

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

　

午
後
７
時　

分
か
ら
８
時　

分
、

１０

５０

土
曜
日
の
み
６
時　

分
開
始

３０

と
こ
ろ　

扇
山
小
学
校
、
富
良
野
小

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

会　

費　

月
２
０
０
０
円

見
学
日　

４
月
３
日
鰹土
 

、　

日
鰹土
 

、

１０

　

日
鰹土
 

、　

日
鰹土
 

１７

２４

説
明
会　

４
月　

日
鰹木
 

午
後
７
時

２９

文
化
会
館
団
体
打
合
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.geocities.jp/furano

m
inibasu/

鰹問
 

事
務
局　

小
林
さ
ん

拶
０
９
０
‐
１
３
８
２
‐
１
５
０
６

　これまでの都市計画図は、平成５年１２月に作成
したものであったため、平成２０年９月に撮影した
航空写真をもとに、１６年ぶりに更新しました。
●地図の表示範囲　
　富良野都市計画区域（富良野市街地）

これまでにない新たなサービス
　今回より地図データをデジタルデータ化してい
ます。今までは、あらかじめ決まった図画（市街
地を１２分割）の地図しか販売できませんでしたが、
今後は、窓口で必要な範囲を指定し、出図するこ
とも可能になります。出図には多少時間をいただ
くことがあります。

【販売価格】
用途地域図（カラー）

●10,000分の1、Ａ０サイズ

　１枚1,000円（従来１500円）
都市計画図（モノクロ）

●10,000分の1、A０サイズ

都市計画図（2500分の1、10000分の1）、用途地域図（10000分の1）を販売します

　1枚500円（従来700円）

●2,500分の1、A０サイズ（既製図※1）
　1枚５00円（従来500円）
現況図（モノクロ）

●2,500分の1、A０サイズ（任意出力※2）
ｊ1枚900円
●2,500分の1、A３サイズ（任意出力※2）　ｊｊｊ
ｊ1枚４００円
※1 都市計画区域を１２分割した図画で出力した地図
※2 購入者が任意に指定した位置を中心に出力した地図

販売場所／問合せ

　市役所1階 都市建築課　拶３９‐２３１６

市役所ロビーの航空写真パネル
を新調しました。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

チ
リ
大
地
震
災
害
救
援
金
の

受
付

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
２
月　

日
２７

に
発
生
し
た
南
米
の
チ
リ
大
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
救
援
金

の
募
集
を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
限　

４
月　

日
鰹金
 

ま
で

３０

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
手
数
料
免
除
）

【
加
入
者
名
】　

日
本
赤
十
字
社

【
口
座
番
号
】

　
　

０
０
１
１
０
‐
２
‐
５
６
０
６

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
チ
リ
大

地
震
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の
場

合
は
、
振
替
手
数
料
は
掛
か
り
ま
せ

ん
。

※
受
領
証
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通

信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区
の

窓
口
（
福
祉
課
福
祉
総
務
係
内
）

鰹問
 

福
祉
課　
　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

補
助
金
の
お
知
ら
せ

補
助
概
要　

工
事
費
１
０
０
万
円
以

上
（
消
費
税
を
除
く
）
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
対
し　

万
円
を
補
助
し
ま

２０

す
。

受
付
開
始　

４
月
５
日
鰹月
 

か
ら

そ
の
他　

昭
和　

年
５
月
以
前
に
着

５６

工
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
あ

わ
せ
て
行
う
場
合
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金　

万
円
に
耐
震
補
助
金　

万

２０

３０

円
（
上
限
、
工
事
費
に
よ
り
減
）
が

上
乗
せ
さ
れ
、
最
大
で　

万
円
の
補

５０

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鰹問
 

都
市
建
築
課

　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

図
書
館
臨
時
職
員
募
集

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

図
書
館
司
書
の
資
格
を

有
す
る
市
民

採
用
期
間　

平
成　

年
６
月
１
日
〜

２２

平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

勤
務
時
間　

【
火
曜
日
〜
金
曜
日
】

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
６
時　

分

４５

１５

【
土
・
日
の
い
ず
れ
か
１
日
】

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

４５

１５

勤
務
内
容　

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー

業
務
（
貸
出
、
返
却
、
読
者
相
談
な

ど
）

賃　

金　

日
額
６
３
０
０
円

労
働
条
件　

有
給
休
暇
あ
り
、
雇
用

保
険
加
入

応
募
方
法　

４
月　

日
鰹金
 

ま
で
に
図

３０

書
館
に
あ
る
申
込
票
に
よ
り
応
募
く

だ
さ
い
。

鰹問
 

図
書
館　
　

拶
２
２
‐
３
０
０
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
の
公
有
財
産
を
ヤ
フ
オ
ク

で
販
売
し
ま
す

　

市
有
財
産
の
ヤ
フ
オ
ク
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
次
の
日
程（
予
定
）

で
開
催
し
ま
す
。

申
込
開
始　

４
月
９
日
鰹金
 

午
後
１
時

申
込
締
切　

４
月　

日
鰹火
 

午
後
２
時

２７

入
札
開
始　

５
月　

日
鰹金
 

午
後
１
時

１４

入
札
締
切　

５
月　

日
鰹金
 

午
後
１
時

２１

※
出
品
内
容
や
予
定
価
格
、
参
加
方

法
な
ど
は
ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
及
び
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市
役
所

の
公
告
板
で
確
認
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

財
政
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
６

催

し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
植
樹
祭
i
n
下
川

　

北
海
道
と
北
海
道
森
林
管
理
局
、

下
川
町
に
よ
る
森
作
り
事
業
。

と　

き　

５
月　

日
鰹日
 
３０

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

下
川
町
桜
ヶ
丘
公
園
（
荒

天
時
は
下
川
町
桜
ヶ
丘
ア
リ
ー
ナ
）

内　

容　

植
樹
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

各
種
団
体
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

の
出
展
、
地
域
特
産
物
販
売
な
ど

申
込
み　

４

月　

日
鰹金
 

ま

２３
で
に
市
役
所

農
林
課
ま
で

電
話
な
ど
で

申
し
込
み
く

だ
さ
い
。な
お
、

募
集
定
員
（
１

５
０
０
人
）
を

超
え
た
場
合
は
、
お
断
り
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

鰹問
 

農
林
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

年年金金だだよよりり
●学生のための納付特例制度について
　学生の前年所得が一定以下であれば、申請により免除
を受けることができる制度です。
　これにもとづいて保険料を免除された期間は、受給資
格期間として算入されますが、１０年以内に追納しないと
満額の老齢基礎年金は受けとれません。免除期間分の保
険料は、卒業後就職して収入を得るようになってから、
忘れずに追納しましょう。

●学生特例の手続きについて
　学生納付特例の手続きは、平成２１年度に学生納付特例
の承認を受けた方で、引き続き平成２２年度も同じ学校に
在学される方は、年金事務所から送られる学生納付特例
申請書（ハガキ）に必要事項を記入のうえ、年金事務所
へ返送してください。
　ただし、初めて学生納付特例の申請をする方や平成２１
年度の学生納付特例の承認を受けていない方は、ハガキ
が送られないため、年金事務所または市役所での手続き
が必要です。また、在学される学校などに変更のある方

は在学期間の確認のため、ハガキによる申請を行うこと
はできませんので、新たに年金事務所または市役所で手
続きを行ってください。

●付加年金を納付しませんか
　老後により高い老齢基礎年金を受けたいと考えてい
る方のために、毎月の保険料のほかに付加保険料を上乗
せして納めることができます。
　詳細は、市役所市民環境課市民年金係に問い合わせく
ださい。

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２０年４月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日
以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、
誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに
なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印
鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。



発行/富良野市
編集/総務部企画振興課広聴広報係
〒076-8555 富良野市弥生町1番1号

雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１
富良野市ホームページ　

http://www.city.furano.hokkaido.jp/

広報ふらのは再生紙を使用しています

こうほう    平成2２年４月号   №５８３

■東部第二町内連合会の高齢者サロンに取材でお
邪魔しました。今回のサロンは大正琴グループ（美
音の会）による演奏が披露されました。昔の職場で
大正琴を少しやっていたので楽しみにしていたの
ですが、自分とはレベルの違う演奏にとても感動し
ました。機会があればまた挑戦したいです（い）

編集
後記

手
鏡
や
春
日
の
中
に
紅
を
ひ
く

相
良　

紀
子

街
路
樹
の
芽
ば
え
は
じ
め
て
風
の
中

森　

美
代
子

鰊
買
ふ
故
郷
の
海
遠
く
住
み

手
代　

満
恵

影
絵
め
く
児
ら
の
は
し
ゃ
ぎ
や
春
障
子　

石
倉
は
す
え

美
少
女
の
含
み
笑
ひ
や
四
月
馬
鹿

木
戸　

美
星

春
の
芝
踏
み
て
落
ち
合
ふ
美
術
館　
　
　

菅
原
百
合
子

師
の
描
く
熊
の
剥
製
完
成
す

そ
の
出
来
栄
え
に
目
を
見
張
り
た
り　
　

三
上　

和
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
地
球
儀
前
に
に
ら
め
っ
こ

茶
の
間
で
応
援
吾
疲
れ
果
て　
　
　
　
　

村
上　

ユ
ミ

雪
折
れ
の
さ
く
ら
を
居
間
に
温
め
や
れ
ば

は
や
う
す
紅
の
花
咲
く
き
さ
ら
ぎ　
　
　

富
永　

ス
ミ

喪
ひ
て
知
る
無
二
の
も
の
重
き
も
の

肩
に
ず
し
り
と
寒
の
雪
積
む　
　
　
　
　

近
藤
富
貴
子

雪
の
野
に
蝦
夷
鹿
群
れ
て
木
の
皮
を

食
み
つ
つ
草
の
芽
吹
く
春
待
つ　
　
　
　

佐
藤　

輝
夫

栄

　

西
脇
高
校
の
生
徒
が
文
部

科
学
省
指
定
「
目
指
せ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
研
究
開
発
校
」

成
果
発
表
会
と
し
て
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
を
テ
ー
マ
に
「
新
・

播
州
織
」
を
提
案
し
、
そ
の

演
出
を
企
画
。

　

実
際
に
結
婚
式
が
行
わ
れ
、

高
校
生
の
持
つ
豊
か
な
発
想

力
と
播
州
織
の
魅
力
を
掛
け

合
わ
せ
、
華
や
か
な
が
ら
も

清
楚
で
落
ち
着
い
た
感
じ
を

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　４月２４日鰹土 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■ブログ、プロフ、チャット、ツイッター…。現代
人はインターネット上で個人情報を公開しあい交
流を楽しみます。リスクを理解せずに個人情報をた
れ流している大人は自己責任と片付けられるが、そ
の子どもの教育は大丈夫？余計なお世話？考えが
古いせいか、ついつい問題視してしまいます。（う）

表
現
し
ま
し
た
。

（
広
報
に
し
わ
き
３
月
号
よ
り
）

播
州
織
を
使
い
西
高
生
が
ブ
ラ
イ
ダ
ル
を
演
出

播
州
織
d
e
手
作
り
w
e
d
d
i
n
g


